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菊 川 署 管 内 で は 、 重 大 事 故

の 連 続 発 生 を 受 け 、 御 前 崎 市 、

菊 川 市 に お い て 、 「 交 通 事 故

多 発 警 報 」 が 発 令 さ れ ま し た 。

事 業 所 が 一 体 と な り 交 通 事

故 防 止 を 図 り 、 従 業 員 の 皆 さ

ん の 家 族 に も 交 通 安 全 を 訴 え

て い か な く て は な り ま せ ん 。

職 員 の 皆 さ ん も 安 全 運 転 に

対 す る 心 が け の 強 化 を よ ろ し

く お 願 い し ま す 。

ま た 、 県 内 の 死 亡 事 故 の 多

く は 高 齢 者 が 犠 牲 に な っ て お

り ま す 。 報 道 な ど で も よ く 取

り 上 げ ら れ ま す が 、 高 齢 者 の

歩 行 中 の 交 通 違 反 で 多 い の は 、

「 自 動 車 の 直 前 直 後 の 横 断 」 「 横

断 歩 道 以 外 の 横 断 」 「 斜 め 横 断 」

「 信 号 無 視 」 な ど で す 。 左 右 確

認 を せ ず に 道 路 を 横 断 す る こ

と に よ り 被 害 に あ っ て い る よ う

で す の で 、 視 界 の 悪 い 場 所 や 、

死 角 の あ る 道 路 で は 、 出 来 る

だ け 徐 行 す る な ど し て 、 気 を

つ け る 様 に し て 下 さ い 。

死 亡 事 故 多 発気 を つ け よ う ！

①
追
突
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

②
バ
ッ
ク
時
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

③
出
会
い
頭
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

【
原
因
】

脇
見
運
転
・
動
静
不
注
視

【
対
策
】　

・
前
の
車
の
不
意
な
減
速
・
停
　

止
を
予
測
し
な
が
ら
運
転

・
低
速
で
走
行
中
で
もし
っ
か
り

集
中

【
原
因
】

安
全
不
確
認
・
一
時
不
停
止

【
対
策
】

・
一
時
停
止
の
標
識
の
場
合
は
完
全
に

  車
輪
を
止
め
て
左
右
の
安
全
確
認

・
住
宅
街
等
で
は
自
転
車
・
歩
行
者
の
飛
び
出
し
に
も
注
意

【
原
因
】

安
全
不
確
認
等

【
対
策
】

・
ミラ
ー
等
だ
け
に
頼
ら
ず

  目
視
で
安
全
確
認

・
ゆ
っ
くり
と
歩
くく
ら
い
の

  速
度
で
バ
ッ
ク

自
動

車
事

故
の

主
な

三
原

因
と

対
策

発 行　 　 増 　 田 　 組

TEL 〇 五 三 七 ― 八 六 ― 三 二 四 五

FAX 〇 五 三 七 ― 八 六 ― 六 六 七 五

Email masudagumi1@mail.wbs.ne.jp
URL http://www.masudagumi1912.co.jp

（
4）

行 事 記 録 （ 4 27 〜 5 26 ）

5
7 掛 川 法 人 会 御 前 崎 支 部 総 大 会

5
8 静 岡 県 安 全 運 転 管 理 協 会 優 良 運 転 者 表 彰 式 ・ 静 岡

5
9 御 前 崎 市 建 設 業 組 合 総 会

 掛 川 社 会 保 険 協 会 理 事 会 ・ 評 議 員 会 ・ 掛 川

5
９
〜 5
1
8 御 前 崎 市 交 通 事 故 多 発 警 報 発 令

5
10 御 前 崎 シ ー サ イ ド ピ ク ニ ッ ク 慰 労 会

 御 前 崎 市 建 設 業 組 合 役 員 会 

5
11 静 岡 県 の 入 札 ・ 契 約 制 度 等 説 明 会 ・ 浜 松

 技 士 会 袋 井 地 区 第 三 回 代 議 員 会 ・ 袋 井

5
12 御 前 崎 市 地 域 医 療 を 育 む 会 総 会

5
15 掛 川 ・ 菊 川 ・ 御 前 崎 企 業 求 人 説 明 会 ・ 掛 川

5
16 御 前 崎 市 商 工 会 通 常 総 会

5
17 中 部 電 力 静 岡 土 建 安 全 協 議 会 定 時 総 会 ・ 静 岡

5
18 磐 田 労 働 基 準 協 会 定 時 総 会 ・ 磐 田

 袋 井 建 設 業 協 会 定 時 総 会 ・ 袋 井

 袋 井 地 区 建 設 事 業 協 同 組 合 通 常 総 会 ・ 袋 井

 建 災 防 静 岡 県 支 部 袋 井 分 会 通 常 総 会 ・ 袋 井

 中 電 不 動 産 安 全 衛 生 協 議 会 浜 岡 地 区 会 総 会

 静 岡 県 土 木 施 工 管 理 技 士 会 通 常 総 会 ・ 袋 井

5
1
8

〜 5
1
9 静 岡 県 若 手 建 設 経 営 者 の 会 視 察 研 修 ・ 群 馬

5
19 中 電 不 動 産 安 全 衛 生 協 議 会 浜 岡 地 区 会 親 睦 ゴ ル フ 大 会

5
22 新 規 学 卒 求 人 取 扱 説 明 会 ・ 掛 川

 警 察 官 友 の 会 菊 川 支 部 役 員 会 ・ 菊 川

5
23 菊 川 地 区 安 全 運 転 管 理 協 会 通 常 総 会 ・ 菊 川

行 事 予 定 （ 5 27 〜 6 26 ）

5
30 シ ー テ ッ ク 安 全 衛 生 協 議 会

 シ ー テ ッ ク 浜 岡 協 力 会 総 会

 た め 池 等 整 備 事 業 （ 用 排 水 施 設 整 備 ） 合 戸 地 区 完 工 式 ・ 御 前 崎

6
1
〜 6
2 袋 井 建 設 業 協 会 会 員 研 修 ・ 三 重

6月
安
全
努
力
目
標

年
度
安
全
標

年
度
安
全
標
語語
〈〈
ヒ
ヤ
リ
で
良
か
っ
た
こ
の
体
験

ヒ
ヤ
リ
で
良
か
っ
た
こ
の
体
験

次
に
生
か
そ
う
危
険
予
知

次
に
生
か
そ
う
危
険
予
知
〉〉

平
成
30
年
度
 

平
成
30
年
度
 全
国
安
全
週
間
準
備
期
間

全
国
安
全
週
間
準
備
期
間〈〈

66 //
11
～～
66 //
3030
〉〉

合 格 お め で と う ！合 格 お め で と う ！

安 全 運 転 管 理 協 会 長 表 彰

　 山 下 茂 俊

建 設 業 経 理 士 検 定 二 級
河 原 﨑 千 夏

今 年 で 九 十 一 回 目 と な る 全 国 安

全 週 間 は 職 場 で の 安 全 に 対 す る 意

識 を 高 め 、 安 全 を 維 持 す る 活 動 の

定 着 を 目 的 と し て い ま す 。

全 産 業 に お け る 労 働 災 害 は 長 い

期 間 で 減 少 傾 向 に あ り ま し た が 、

昨 年 度 は 残 念 な が ら 死 亡 災 害 が 三

年 ぶ り 、 死 傷 災 害 は 二 年 連 続 増 加

と な り ま し た 。 無 災 害 は 個 人 の 意

識 も 重 要 で す が 、 職 場 全 体 で 取 り

組 む こ と が 重 要 で す 。 お 互 い に 声

を 掛 け 合 い 労 働 災 害 防 止 に 取 り 組

み ま し ょ う 。

静 岡 県 警 察 本 部 長

表　 彰表　 彰

安
全

週
間

準
備

月
間

【
準
備
月
間
】

6
月
1
日
～
6
月
30
日

【
安
全
週
間
】

7
月
1
日
～
7
日

五 月 十 一 日 に 安 全 パ ト ロ ー ル を

実 施 し ま し た 。 国 道 一 五 ○ 号 線 の

工 事 で は こ れ か ら 中 央 分 離 帯 の 施

工 も 予 定 さ れ て

い ま す 。 工 事 エ

リ ア へ の 移 動 や 、

搬 入 出 に は 十 分

注 意 し て く だ さ

い 。 そ の 他 の 工

事 も 安 全 作 業 で

お 願 い し ま す 。

安 全 パ ト ロ ー ル

作
業
安
全

・
作
業
前
の
地
山
点
検
を
確
実
に

・
熱
中
症
予
防
対
策
の
実
施

交
通
安
全

・
適
正
な
ス
ピ
ー
ド
と
車
間
距
離
の
確
保

環
境
目
標

・
管
理
車
両
の
無
駄
な
走
行
は
控
え
ま
し
ょ
う
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メ ー ル を い た だ き ま し た

社 内 報 「 風 紋 」 の 読 者 の 方 か ら

今 回 の 投 稿 シ リ ー ズ 「 津 軽 」 に 対

し メ ー ル を い た だ き ま し た 。

一 年 間 掲 載 さ れ る 【 津 軽 】 を

大 変 興 味 深 く 拝 読 し て い ま

す 。
文 章 と 写 真 が 素 晴 ら し く 、 風

景 が 浮 か ん で き ま す 。

と て も 感 動 し た の で メ ー ル し

ま し た 。

今 回 、 投 稿 い た だ い て お り ま

す 、 末 武 さ ん と 写 真 提 供 し て い

た だ い て い ま す 菅 原 さ ん に は 、

当 社 と し て も 素 晴 ら し い 文 章 、

素 敵 な お 写 真 を 提 供 い た だ き 、

感 謝 申 し 上 げ ま す 。 ま だ 、 来 年

の 三 月 号 ま で ご 投 稿 い た だ く 予

定 で す の で 、 皆 様 楽 し み に し て

い た だ き た い と 思 い ま す 。

れ た 社 殿 は 、 重 厚 壮 麗 で 「 奥 の 日 光 」

と も 呼 ば れ 、 そ の 美 し さ は 今 も 昔

も 変 わ ら ず 津 軽 の 誇 り で す 。

毎 年 、 旧 暦 の 八 月 一 日 に は お 山

参 詣 と い う 山 頂 へ 登 拝 す る 秋 の 伝

統 行 事 が あ り ま す 。 一 説 に は 鎌 倉

時 代 初 期 に 始 ま っ た と さ れ 、 江 戸

時 代 中 期 に は 現 在 の よ う な 形 式 に

な っ た と い わ れ て い ま す 。

国 の 重 要 無 形 民 俗 文 化 財 に 指 定

さ れ た お 山
や ま

参
さ ん

詣
け い

は 、 向
む か い

山
や ま

、 宵
よ い

山
や ま

、

朔
つ い

日
た ち

山
や ま

と 三 日 間 行 わ れ ま す 。 初 日

の 向 山 で は 、 岩 木 山 神 社 へ 多 く の

人 た ち が 参 道 を 上 っ て お 参 り し ま

す 。 二 日 目 の 宵 山 で は 、 大 勢 の 参

拝 客 が 色 鮮 や か な 幟
の ぼ り

や 御
ご

幣
へ い

を 揚

げ 、 村 内 町 内 を 練 り 歩 き ま す 。 全

員 白 装 束 に 身 を 包 み 、 登 山 囃 子 が

響 く 中 「 サ イ ギ 、 サ イ ギ 」 の 掛 け

声 と 共 に 岩 木 山 神 社 を 目 指 し ま

す 。 三 日 目 は 、 旧 暦 の 八 月 一 日 の

朔 日 山 。 参 拝 者 は 山 頂 を 目 指 し 未

明 に 出 発 し ま す 。 山 頂 付 近 で の 御

来 光 に 一 同 手 を 合 わ せ 、 お 山 に 感

謝 し 五 穀 豊 穣 や 家 内 安 全 を 祈 願 す

る の で す 。

津 軽 の 短 い 夏 の 愉 し み の 一 つ

に 、 氏 神 様 大 祭 前 夜 祭 の 宵 宮 が あ

り ま す 。 津 軽 地 方 で は ヨ ミ ヤ と 呼

び 、 露 店 や 花 火 な ど を 楽 し み ま す 。

六 月 か ら 八 月 の 期 間 、 昼 過 ぎ か ら

夕 方 に か け て 「 ド ー ン 、 ド ー ン 」 と 、

ヨ ミ ヤ 開 催 を 知 ら せ る 花 火 が 上 が

り ま す 。 弘 前 市 の 場 合 、 ヨ ミ ヤ 開

催 の 数 が と ん で も な く 多 い ！ 弘 前

市 内 だ け で も 、 八 十 ヶ 所 の 神 社 仏

閣 で 大 祭 が あ る の で 、 連 日 の よ う

に 花 火 が あ が る の で す 。 参 道 に 並

ぶ 露 店 は 多 い と こ ろ で は 百 を 超 え

る 店 が 出 ま す 。 金 魚 す く い や ク ジ

引 き 、 綿 あ め 、 焼 き そ ば な ど の 店

が 軒 を 並 べ ま す 。 子 供 達 は お 小 遣

い を 握 り し め て ア レ コ レ 見 て 回 り

ま す 。 近 所 の 家 で は 、 檀 家 と 全 く

関 係 な く 親 戚 が

集 ま り お 正 月 の

よ う な 宴 会 を し

て 短 い 夏 の 夜 を

愉 し む の で す 。

津 軽 地 方 の 風 習

津 軽 地 域 に は 、 「 津 軽 一
い ち

代
だ い

様 」

と い う 独 特 の 風 習 が あ り ま す 。「 一

代 様 」 と は 、 干
え

支
と

の 守 り 本 尊 を 表

し 、 ま た 干 支 の 守 り 本 尊 を 祀 っ て

い る 代 表 的 な 神 社 や 、 お 寺 の こ と

も 一 代 様 と 言 い ま す 。 江 戸 の 藩 政

時 代 よ り 、 自 分 の 生 ま れ た 年 の 干

支 を 守 り 神 と し て 信 仰 し て き た の

で す 。
例 え ば 、 未 年 生 ま れ の 私 は 「 大

日 如 来 」 な の で 、 大
お お

鰐
わ に

町
ま ち

に あ る 大

円 寺 の 大 日 様 を 参 拝 す る 、 と い う

具 合 で す 。 新 年 や 人 生 の 節 目 （ 結

婚 、 出 産 、 入 学 、 厄 除 け ） な ど に

は 、 現 在 で も 参 拝 祈 願 を す る 方 が

い ら っ し ゃ い ま す 。 家 族 で の 初 詣

は 、 檀 家 の お 寺 や 教 会 に 行 き ま す

が 、 そ の 後 に 自 分 の 一 代 様 を 参 拝

す る の で す 。

岩 木 山 の 麓 に あ る 岩 木 山 神 社 は 、

昔 か ら 多 く の 人 々 が 参 拝 し 祈 願

す る 神 社 と し て 有 名 で す 。 創 建 は

七 百 八 十 年 で 、 江 戸 時 代 に 再 建 さ

文 　
末 武 篤 子

写 真
菅 原 　 正

岩
木
山
神
社

五
所
川
原
市
金
木
町
の
川
倉
地
蔵
尊
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五 月 十 八 日 、 十 九 日 の 二 日 間 、

静 岡 県 若 手 建 設 経 営 者 の 会 の 視

察 研 修 に 行 っ て き ま し た 。 初 め

て の 参 加 で し た が 天 気 に も 恵 ま

れ 有 意 義 な 時 間

を 過 ご す こ と が

出 来 ま し た 。

初 日 は 、 日 本

キ ャ タ ピ ラ ー

Ｄ ― Ｔ Ｅ Ｃ Ｈ Ｃ ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ に て

建 設 機 械 の デ モ ン ス ト レ ー シ ョ

ン な ど を 体 感 し ま し た 。 そ の 後 、

太 平 洋 セ メ ン ト 熊 谷 工 場 を 見 学

し ま し た 。

セ メ ン ト 工 場 で は 、 ゼ ロ エ ミ ッ

シ ョ ン の 推 進 と い う 事 で 、 廃 プ

ラ や 廃 タ イ ヤ な

ど も 活 用 し て セ

メ ン ト を 作 っ て

い る こ と が 分 か

り ま し た 。 二 日

目 は 川 越 を 観 光

し 帰 路 に つ き ま

し た 。

空
気
の
流
れ
の
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平 成 二 十 九 年 五 月 か ら 九 月 の 全 国

に お け る 熱 中 症 に よ る 救 急 搬 送 人 員

数 の 累 計 は 、 五 万 二 千 九 百 八 十 四 人

で し た 。 前 年 の 同 期 間 と 比 べ る と

二 千 五 百 七 十 二 人 増 と な っ て い ま す 。

◇ 年 齢 区 分 別 に み る と 、 高 齢 者 が

最 も 多 く 、 次 い で 成 人 、 少 年 、 乳

幼 児 、 新 生 児 の 順 と な っ て い ま す 。

◇ 初 診 時 に お け る 傷 病 程 度 別 に み

る と 、 軽 症 （ 外 来 診 察 ） が 最 も 多 く 、

次 い で 中 等 症 （ 入 院 診 察 ） 、 重 症 （ 長

期 入 院 ） 、 死 亡 の 順 と な っ て い ま す 。

◇ 発 生 場 所 ご と の 項 目 別 に み る

と 、 住 居 が 最 も 多 く 、 次 い で 公 衆

（ 屋 外 ） 、 道 路 、 仕 事 場 （ 道 路 工 事

現 場 、 工 場 、 作 業 所 等 ） の 順 と な っ

て い ま す 。

◇ 都 道 府 県 別 人 口 十 万 人 当 た り の

救 急 搬 送 人 員 数 は 、 沖 縄 県 が 最 も

多 く 、 次 い で 鹿 児 島 県 、 宮 崎 県 、

熊 本 県 、 佐 賀 県 の 順 で し た 。

こ こ で は 、 熱 中 症 に な ら な い た

め の 予 防 策 を ご 紹 介 し ま す 。

❶ 作 業 環 境 を 冷 や す … 直 射 日 光 を

防 ぐ テ ン ト 、 風 通 し を 良 く す る 送

風 機 、 冷 た い 風 で 気 温 を 冷 や す 冷

風 機 な ど を 活 用 す る 。

ま た 、 作 業 場 が 高 温 多 湿 で あ る

時 は 、 作 業 場 の 近 く に 冷 房 を 備 え

静 岡 県 若 手 建 設 経 営 者 の 会

視 察 研 修

▼ 五 月 十 八 日 〜 五 月 十 九 日
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■た 涼 し い 休 憩 場 所 を 設 け る な ど 、

休 憩 所 の 整 備 も 大 切 と な る 。

❷ カ ラ ダ を 冷 や す … 透 湿 性 、 通 気

性 の 良 い 服 装 を 着 用 す る こ と は も

ち ろ ん で す が 、 加 え て 冷 却 効 果 の

あ る フ ァ ン 付 き 作 業 着 や ベ ス ト 等

を 使 用 す る こ と も 有 効 で す 。

❸ 摂 る … 人 は 汗 を か く こ と で 体 温

を 下 げ ま す 。 汗 を か く ほ ど 汗 の 材

料 と な る 水 分 と 塩 分 ・ 電 解 質 が 失

わ れ て 、 熱 中 症 の リ ス ク が 高 ま り

ま す 。 作 業 前 か ら 、 そ し て 作 業 中

は 定 期 的 に 水 分 と 塩 分 を 摂 り 続 け

る こ と が 重 要 で す 。

ユ ニ フ ォ ー ム の 背 面 部 に 装 着

さ れ た フ ァ ン に よ り 外 気 を 吸

い 込 ん で 、 衣 服 内 に 通 過 さ せ

る こ と で 汗 を 蒸 発 さ せ 、 そ の

気 化 熱 で 涼 し く さ せ る こ と の

で き る 優 れ も の 。 熱 中 症 対 策

に 是 非 ！


